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科学は簡単な一部分に過ぎない 
 

例えば、10 m離れたところにある50 TBqの60Coの線量率を算出する

のに、どのくらいの時間を要するでしょうか？手計算すると数分を

要するかもしれません – もし60Coのガンマ係数を覚えておらず調べ

る必要があるのなら – オンライン計算機に適切な数値を入力すれば

数秒で算出できます。あ、もし興味がありましたら線量率は約180 
mSv/hrです…私が使用した計算機が最新のガンマ係数に更新されて

いれば、の話ですが。 

 
それが科学というものです。試験であるならば、その時点で完了かもしれません。放射線防護の専門家で

あるならば、仕事は始まったばかりです。考えてみてください… 

 

あなたが大学の放射線防護担当者ならば、このとても高い線量から人々を防護する必要がありま

す。安全境界を設定し、どのようにして線源がその場所へやってきたのかを調べ、規制当局へ通

知し、復旧計画を立てる必要があり、最終的にそれらの出来事を完了させるために数か月を要す

るかもしれません。 

 

あなたが放射線腫瘍医であるならば、患者のがんを合理的な時間で治療するためには、この線量

率では極めて不十分であり、患者を線源へ近づける必要があることに（願わくば）気がつくはず

でしょう（これは悪いアイデアではありません – 10 mは立ち位置として遠いです！） 

 

あなたが産業用放射線作業（撮影）者であるならば、単純に線源をコリメートし（絞り）、放射

線安全境界を適切に設定し、次の“撮影”へ移れば良いでしょう。 

 

あなたが原子力発電所にてイオン交換樹脂、主冷媒フィルター、ベアリングやバルブシートの

交換作業を監督するALARA技術者ならば、作業者を防護するための適切な遮蔽を決め、作業計

画のためにALARA計画を策定し、過剰な被ばくが生じずにきちんと作業が完了するように、極

めて公正でしっかりした放射線安全管理を制定する必要があるでしょう。また、あなたがその

発電所の規制当局者であるならば、その作業計画と全ての計算に誤りがないのか、全体を通し

て調べたくなるでしょう。 
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まだまだ続けることはできますが、もうお分かりいただけたかと思います。とても頻繁であるもの

の“数値”を計算すること（その数値がどのようなものであれ）は、放射線防護における我々の職

務のうちの簡単な一部であり、さらに科学者としての我々は、その数値が結局どうなるのかという

ことに着目する傾向があります。しかし前述の通り、我々の専門には計算以上のものがあり、多く

の場合には、計算そのものよりも、その結果を受けて何をするのかということの方が問題なのです。

それでも、これはしばしば不快にさせる我々の職務のうちの一部分 – 主観的な部分 – であるので

す。なぜなら、我々の回答を解釈し、我々の結果を発表し説明するために相手の知識や（時には）

性格を考慮することに関連するからです。それでも、我々がそうできなければ – 我々が働きかける

人々が、最終的に数字が意味するところを理解できなければ – 世界中で最もよくできた計算だとし

ても無駄になってしまうのかも知れません。 

 
私が大学生だった頃、多くのクラスメートは哲学、心理学、社会学、その他の“ソフト・サイエン

ス”を勉強することをばかにしていました。そこには“ハード・サイエンス”だけが厳密で、再現

性があり、客観的であると感じる傾向がありました。しかし、キャリアを積み重ねるにつれて、私

は世のほとんどの人が主観的に考えて理由付けしてることに気がつきました。我々は、数十億の

人々を定量的かつ客観的に考える人々へと魔法のように変化させることはできません – 我々が科

学するのであれば、我々は科学者でない人々の感覚に沿って、説明ができるようにしなくてはなり

ません。 
 

我々は科学者として可能な限りツールを活用し、科学の進歩を追い求め続け、その結果やそれに続

く勧告や結論が科学にしっかりと根差すようにしていくことが不可欠です。しかし我々は、同様に

我々の仕事の最も重要な部分はこれからやってくることを覚えていなければなりません – 我々はし

ばしば科学者でない人々へ我々の仕事の重要な部分を伝えたり、時には社会全体へ向けて結果を適

用したりすることができなくてはなりません。我々の科学だけしかなければ、我々の仕事のごく一

部しか達成することはできないのです。 
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ANTE MATANIĆ, MARINA POJE SOVILJ, MARIJANA NODILO AND 
IVANA COHA 

 
 

2022年3月31日に、クロアチア放射線防護学会（Croatian Radiation Protection Association; CRPA）
の第3回若手部会会議がオンラインで開催されました。本会議のメインゴールは、CRPAの若手会員

が一堂に会し、科学的な協力を強化することです。 
 

本会議には30名の若手専門家が参加し、うち15名が放射線防護分野に関連した機関や職業について12
の発表がありました。会議はCRPA若手部会長であるAnte Matanićにより開会が宣言され、その後で会

長であるIvana Cohaによって参加者が歓迎されました。IvanaはCRPAの歴史とともに、過去および現

在の仕事について紹介し、1979年の発足以来、放射線防護分野におけるCRPA会員の寄与および仕事

について強調しました。Marina Poje Soviljは前任の若手代表としての経験を発表し、さらに彼女が所

属するUniversity Josip Juraj Strossmayer of Osijekの低レベル放射能研究室における研究プロジェクト

について説明しました。 
 
 
 

 
クロアチア放射線防護学会・第3回若手部会会議の参加者たち 
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Ruđer Bošković研究所は、クロアチア最大の学際的な科学研究センターです。本会議では、放射線防護に

関連した3つの研究室と1つの部門が発表しました。 
 

放射化学・線量評価研究室の研究プロジェクトはMarijana NodiloとIvan Marićにより発表されまし

た。 

Domagoj Bošnirは、放射線生態学研究室における成果について話しました。 
Damir Borkovićは、低レベル放射能研究室における科学的な研究について述べました。 
Luka Bakračは、労働安全衛生・防火・放射線防護部門について紹介しました。 

 

Božena Skokoは、医療研究・労働衛生研究所の放射線防護ユニットでの公衆衛生に関する科学的およ

び研究的プロジェクトと専門的活動について述べました。EKOTEH Dosimetryは放射線防護を含む電

離・非電離放射線に関する専門的なサービスを提供する企業です。この企業の代表はŽeljka 
Topolovacです。 

 
保健医療における放射線防護に焦点をあてた発表が数多くありました。UHC Sestre Milosrdniceでは、

医学物理士が放射線治療、核医学、放射線診断、放射線防護の各分野で働いています。Vera 
Vujasinovićは、治療計画、試験、校正、品質管理のようなそれぞれの責務について述べました。Iva 
IvanišićとAndrea Vukojaは、CHC Osijekでの放射線治療と核医学分野における医学物理士の活動概要

を説明しました。CHC Osijekに所属する3名の医学物理士、Nevena Obajdin、Doris Šegota、Dea 
Dundara Debeljuhが、彼らの活動と共に、医学物理部門により行われた科学的・研究的プロジェクト

について述べました。Luka Luketinは、CHC Zagrebの出身で放射線治療および治療計画、核医学、放

射線診断における画像診断、放射線防護、ガンマナイフによる定位放射線手術の分野において幾つか

の場所で勤務する医学物理士について発表しました。最後に、Sofia Antićが、診断と腫瘍の治療に特

化した市立病院であるRadiochirugiaについて発表しました。発表の中で、彼女は自身の病院における

医学物理士の責務について話しました。 

 
会議の最後には、若手部会長とCRPA会長の両名が全参加者に感謝を述べ、将来の活動を手短に議論して

閉会しました。  



6 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1973年以来、国際放射線防護学会（ International Congress of the International Radiation 
Protection Association; IRPA）の国際会議のたびに、IRPAは放射線防護分野へ卓越した貢献をし、

傑出した人物へシーベルト賞を授与しています。 本賞は、放射線防護分野のパイオニアでありリ

ーダーであったRolf M. Sievertを称えるものです。 

 
次の授与は、2024年7月7日〜12日にフロリダ州オーランドで開催されるIRPA 16（2024年IRPA
国際会議）の会期中となる予定です。シーベルト賞授賞式は大会開会式にて実施され、それに

引き続いて受賞者よりシーベルト記念講演がなされる予定です。 
 

全てのIRPA加盟学会は、シーベルト賞候補者を募集しています。シーベルト賞選考委員会にお

ける候補者評価を進めるために、IRPA加盟学会は各候補者について少なくとも次の項目を提供

しなければなりません: 
• 候補者が放射線防護分野で特に貢献したことで、受賞者となることを正当化し推薦の根

拠となるような250-wordの概略。 
• 候補者がIRPA加盟学会の正式な候補者であることを示す保証書。 
• サマリーを含む500 words程度で候補者の経歴を示す履歴書。 
• 適切な補足資料。 

 
ノミネートは2022年12月31日までにclement@irpa.netへ応募しなければなりません。必須では

ありませんが、推薦状と前述の補足情報を1つのPDFファイルで送付してください。 
 

シーベルト賞受賞者はIRPA 16にてシーベルト記念講演を行う立場にあることが条件となりま

す。現在のIRPA理事会およびシーベルト賞選考委員会の役員は対象外です。 
 

選考過程の詳細はA nnex D to the IRPA rulesに記載されています。 
 
 

2021年シーベルト賞・受賞者: 
 

PROF. ELISEO VAÑÓ, EMERITUS PROFESSOR OF 
MEDICAL PHYSICS OF THE DEPARTMENT OF 

RADIOLOGY OF THE COMPLUTENSE UNIVERSITY OF 
MADRID 

 

C LICK HERE TO SEE THE 2021 SIEVERT MEMORIAL 
L ECTURE - WHY IS RADIOLOGICAL PROTECTION 

DIFFERENT IN MEDICINE? 

 

https://irpa.net/docs/IRPA%20Rules.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=02I1TUplWs8
https://www.youtube.com/watch?v=02I1TUplWs8
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第6回欧州IRPA会議が2022年5月30日から6月3日にかけてハンガリーの美しい首都ブタペスト

で開催されました。“あらゆる人のための放射線防護（Radiation Protection for Everyone）”と

いうテーマで異なる分野から参加し、放射線防護の重要性に関心を集めることを明確な目的と

定めました。大会組織委員会、科学委員会、欧州放射線防護学会の支援により科学的および社

会的に印象的なプログラムが実施されました。研究者および科学者の貢献により、5日間の会議

は質の高い発表で埋め尽くされました。 

 
開会に先立ち、次の方により挨拶がありました: 

Miroslav Pinak（国際原子力機関; IAEA、放射線安全・モニタリング部門長） 

Werner Rühm（国際放射線防護委員会; ICRP、委員長） 
Csilla Pesznyák（欧州核教育ネットワーク、会長) 
Paddy Gilligan（欧州医学物理学組織連盟; EFOMP、会長） 
Filip Vanhavere（欧州放射線ドジメトリグループ、委員長） 

Andrea Beatrix Kádár（ハンガリー原子力機関、理事長） 
 

IRPA 2022の開会を祝して、月曜日の夕方にウェルカム・レセプションが開催され、軽食とス

ナックが振る舞われました。これらは会場を知り、スポンサーや出展者、さらに大会参加者と

出会う絶好の機会となりました。ウェルカム・レセプションが開会する前に、ハンガリーのフ

ォーク・ミュージックとダンス・パフォーマンスが観衆を魅了しました。 
 
 
 

THE BARTOK FOLK ENSEMBLE GROUPによるミュージック＆ダンス・パフォーマンス 
(SOURCE: IRPA2022 – VÉGEL DÁNIEL) 
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新しい技術のおかげで、各国代表者は現地もしくはバーチャルのどちらか一方で会議に参加す

ることができました。参加者は会議の直前まで、現地参加かバーチャル参加かを選択すること

ができました。多くは現地参加であり、ブタペストの美しさ、興味深い技術現場見学、ドナウ

川クルーズでのガーラ・ディナーなどはオンラインではアクセスできないため、それらの人々

は幸運でした。バーチャルでの発表者は、発表を事前収録しておき、オンラインでのライブ質

問に回答しました。 

またテクノロジーにより、欧州IRPA 会
議史上で初のデジタル・ポスター・セ

ッションを開催することができました。

その目的は、ポスター発表者と聴衆の

両方にメリットがあるように、追加コ

ストを参加者へ負担させることなく、

最大限のスペースを活用した、柔軟で

より円滑なポスター発表を実現するこ

とにありました。ポスターはデジタ

ル・スクリーンに縦長で表示されまし

た。発表者はシステム上にポスターを

アップロードするだけです; 
ポスターはProfessional Congress Organiser（PCO）によりスマート・テレビとバーチャル会議

プラットフォームへ同期されます。複数のスクリーンを利用したことで、一度に14のポスター

を展示できました。各ポスターには発表者が説明する場所と時間が与えられ、発表者はポスタ

ーの隣でそれらを紹介する15分間を与えられました。ハイライト・ポスターは口述発表プログ

ラムへ組込まれ、発表者は7分間（質疑応答を含む）でポスターを発表しました。また、議論の

機会を増加させるため、会場のスクリーンは会期中、自由に閲覧できるようにしました。 

デジタルポスター・セッション (SOURCE: IRPA2022 – VÉGEL DÁNIEL) 

数字でみる本会議 

56の国から433名の参加者 
14の異なる科学的なトピックス 
のリフレッシュ・コース 
の興味深い技術現場見学（101 名の参加者） 

5 のワークショップ 
147の口述および108のポスター発表 
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学生と若手専門家 
 

この会議では、次世代の放射線防護専門家が活発に発表しており、その多くが若手研究者のた

めに提供された参加費減額を通した支援を受けていました。また、EURADOSとIAEAは若手研

究者を財政的に支援し、15名の候補者が、それぞれの属するIRPA加盟学会から推薦され、支援

を受けました。 
 

IRPA2022大会、Somos財団、 IRPA16大会の支援によりYoung Scientists and Professionals 
Competitionが開催され、13名の学生および若手研究者が、それぞれの研究成果を発表しました。

候補者は大会前に要旨と論文を投稿し、その口頭発表は適切なトピックの科学プログラムに含

まれました。国際的な審査員が、論文と口頭発表の基礎研究の成果の科学的な質と新規性、論

文および口頭発表の注意深さについて評価しました。また、聴衆には会議アプリを介して良い

と思った発表者に投票してもらいました。次の方が賞金を添えて賞を授与されました: 
1st Place award: Dávid Hajdú (Reproduction of shielding concrete activation measurements 
by simulations) 
2nd Place award: Davide Bozzato (Operational radiation protection challenges for the LHC 
experiments) 
3rd place award: Victor Garcia Balcaza (PyMCGPU-IR Monte Carlo code for occupational 
dosimetry in interventional radiology) 
Audience award: Whitney N. Coulor (Developing a radiation safety program in countries 
without legislation in radiation safety – a report on Caribbean countries) 

 
 

スタートアップ・コンペティション 
 

IRPA会議における新規イベントとしてStartup Competitionが実施されました。これはサテライ

ト・イベントとして、放射線防護のさまざまな分野における有望なソリューションやイノベー

ションを発掘することに特化して実施されました。候補者はコンセプトを発表し、選ばれた審

査員により評価され、次の方が受賞しました: 
1st Place: Szabolcs Osváth (Kinepic ltd.) (Digital Variance Angiography) h ttps://kinepict.com/ 
2nd Place: Gábor Géczi (27g-technology ltd.) (Integrated dosimeter circuit solution) 
h ttps://27g.space/ 
3rd place: Kinga Henning (Radoncontrol) (radon measurements, mapping, remediation 
solutions, and additionally intelligent indoor air quality monitoring systems) 
h ttps://radoncontrol.ro/  

 
IRPA2022 Startup CompetitionはEB Hungary Invest & QTICS Groupにより支援されました。 

https://27g.space/
https://radoncontrol.ro/
https://radoncontrol.ro/
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6月1日（水）夜、テクニカルサイト訪問の後、イベント船上でガーラ・ディナーが開催されま

した。ドナウ川にかかる壮大な橋の下、世界遺産に登録された歴史的建造物ブダ、国会議事堂、

ペストの文化行政地区などを眺めながら、リラックスした音楽をバックに、バラエティ豊かな

美味しいハンガリー料理と厳選されたハンガリーワインを堪能しました。 

 

 

ガーラクルーズディナー（出典：IRPA2022 – VÉGEL DÁNIEL） 
 

 

私たちの仕事はまだ終わっていません。投稿された論文を審査し、出版しなければならないか

らです。2023年3月末までに、選ばれた論文はRadiation Protection and Dosimetry誌に掲載され、

残りの査読済み論文はIRPAのウェブサイト上の大会議事録に掲載される予定です。参加者から

のフィードバックによると、第6回欧州IRPA大会は大成功を収めました。今回の会議で導入され

た革新的な技術は好評で、伝統となり、今後のIRPA会議のプログラムに組み込まれることが期

待されます。 



IRPAのウェブサイトの更新 
IRPA 15 会議動画 ＆ IRPAタスクグループ 
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IRPA第15回大会の模様を収録したビデオをはじめ、IRPA第15回大会のコンテンツを我々のウェ

ブサイトに順次追加しています。現在、以下のセッションの録画映像へのリンクがあります。 

 

 会議開会式  

 会議閉会式  

 強化されたトピック セッション（ETS）： 

1. ヒューマンファントム技術の進化 

2. 単位と測定量。ICRPとICRUによる勧告の意味するところ 

3. 水晶体被ばく 

4. 施設と線源管理における安全／セキュリティのインターフェース問題 

5. 産業界におけるNORM 

6. 医療における倫理と文化 

7. リカバリーとレガシー管理 

8. 職業性被ばく 

今後も大会の映像を追加していきますので、引き続き内容をチェックしていただくか、I RPAの
Youtubeチャンネルに登録していただくと、直接更新されます。 

 

 

 

 

 

 

また、IRPAタスクグループのための新しいスペースも設けており、今後数ヶ月間にわたって拡張

していく予定です。各グループの活動内容について、もっと知りたいですか？第1回IRPAイン

ターナショナル・ウェビナーの録音をご覧ください。米国保健物理学会(HPS)と連携して開催

されたIRPAタスクグループに関するニュースです。 

 
LINK: XX 

https://irpa.net/page.asp?id=54839
https://youtu.be/AlPXMqRs7I4
https://youtu.be/AlPXMqRs7I4
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cuEQ5JBasgShUywEDdGiC7I
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cvafG9jvhXDCST9tbUTsq9z
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cvhlFqj4K7laD0JwwKWWuQy
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cuz6Hj1dYuN7MeNtlsOlmIv
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cuz6Hj1dYuN7MeNtlsOlmIv
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5csLshHK8sdB1sgzuiN6JtCH
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5cvCthGYHkgaeQpMpNR4KpqY
https://www.youtube.com/playlist?list=PLx4zAPz2r5ctS2vTdN85NDYHvvnF2NF3d
https://wwhttps/www.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Qw.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Q
https://wwhttps/www.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Qw.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Q
https://wwhttps/www.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Qw.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Q
https://wwhttps/www.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Qw.youtube.com/channel/UCNwRX7ae-v490l-6I6J7f6Q
https://www.irpa.net/page.asp?id=54847


ICRP 2020+1インタビュー。 
BRIAN AHIER、カナダ保健省 
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第6回放射線防護システムに関する国際シンポジウム（通称ICRP 2021+1）が、2022年11月7日から

10日にかけてカナダのバンクーバーで開催されます。このシンポジウムは、ICRP、カナダ放射線防

護学会、カナダ原子力安全委員会、カナダ保健省が共同で主催しています。 

 

カナダ保健省のBrian Ahier氏は、合同プログラム委員会のメンバーです。今回は、そのブライアン

にインタビューを行い、参加者に用意されている魅力を探りました。以下はその内容です。 

 

 

 

ICRP 2021+1の魅力は何でしょうか？ 

 

ICRP2021では、国際的な放射線防護コミュニティが一堂に

会し、放射線防護システムの発展に関する議論を開始する

予定です。カナダで開催されるため、若手専門家を含むカ

ナダの放射線防護コミュニティにとって、この議論に十分

に参加し、国際的な専門家や経験から学び、専門知識や見

識を共有できるまたとない機会です。 

 

 

 

 

 

プログラム委員会のメンバーとして、ICRP2021の参加者の楽しみは何だと思われますか？ 

 

プログラム委員会は、魅力的で刺激的なイベントとするために、基調講演からテクニカルセッショ

ン、革新的なポスター発表まで、テーマ、トピック、フォーマットの議論と設定など、積極的にシ

ンポジウムを企画してきました。参加者は、興味を引く幅広いトピック、各分野の世界的な専門家

による講演、そして刺激的なディスカッションを期待することができます。本シンポジウムの包括

的なテーマである「放射線防護-次世代」は、参加者が示唆に富み、将来を見据えたイベントとな

ることを期待できると思います。 



ICRP 2020+1インタビュー。 
BRIAN AHIER、カナダ保健省 

13 

 

 

 

 

 

今回のイベントで一番楽しみにしていることは何ですか？ 

 

より広い放射線防護のコミュニティと関わる機会だけでなく、個人的に関心のあるトピック、例え

ば放射線防護の基礎の見直しと改良、最適化、若い専門家の参加などについて、国際的な専門家か

ら話を聞くことができることを楽しみにしています。特に、これらのトピックが生み出す会話や思

考を聞き、そこに参加しようと胸を膨らませています。 

 

他の人と議論することを楽しみにしていることは何ですか？放射線防護のコミュニティや防護シス

テムにとって、なぜそれが重要なのですか？ 

 

カナダ国民の健康維持・増進を支援する連邦政府機関であるカナダ保健省での私の仕事ぶりを考え

ると、防護の最適化の幅を広げる議論も楽しみなことの1つです。同省は、COVID-19パンデミック

への対応における役割は言うまでもなく、医薬品や健康食品、環境と職場の健康、食品と栄養、健

康科学と研究など、健康に関連する幅広いテーマを扱っています。したがって、公衆衛生に関する

広範な議論における放射線防護の位置付け、および放射線健康科学と広範な公衆衛生政策との交錯

は、特に興味深く重要なものです。 

 

どのようなトピックが最も議論を呼ぶと思いますか？ 

 

予測することは難しいが、放射線防護の基礎の見直しと改良、最適化、低線量科学とその意味合い、

経験からの学習などの多くのトピックスのように、放射線防護の発展の道しるべとなるようなトピッ

クのどれかが最も多くの議論を生むと思います。また、若い専門家を取り込んだ良い議論も期待しま

す。 

 

次世代が直面する放射線防護の最大の課題は何だと思いますか？ 

 

上述のように、放射線防護は公衆衛生に関するより広い議論の中の1つのトピックであす。課題の一

つは、公衆衛生における最適化に関するより広い議論の一部として、これをどのように適合させる

かということです。また、国民や利害関係者への明確かつ一貫したコミュニケーションや誤った情

報の管理という継続的な課題に今後も直面することになると思います。 



ICRP 2020+1インタビュー。 
BRIAN AHIER、カナダ保健省 
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次世代の放射線防護はどのようなもので、（10年後くらいには）どのような変化・イノベーションが

起こると思いますか？ 

 

これも予測が難しいのですが、低線量科学とその意味合い、最適化の幅を広げる進行中の議論、経

験から学ぶことへの理解が深まることにより、推進されるだろうと思います。 

 

ICRP 2021+1への出席を奨励するために、何か具体的に言いたいことはありますか？ 

 

次世代の放射線防護に向けた対話に参加する機会を掴み取って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



今後のイベント 
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ニュースをお寄せください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ニュースをお寄せください。 
 

 

 

 

 

共有すべきニュースをお持ちですか？cop@irpa.net までお送りいた

だければ、IRPA NewsとIRPA Bulletinでご紹介します。Bulletinの記

事は通常、200～300 wordsと画像です。 

 

学会スポットライトでは、関連学会からの最新情報を常時募集し

ています。あなたの学会の近況をお聞かせください。ミーティン

グ、会議、一般的なイベント、または良いニュースはいつでも大

歓迎です。 

 

 

 

IRPA出版委員会： 

 
IRPAコミュニケーション責任者：Dave Niven 
会報編集者：Dave Niven 
関連学会の連絡係：Adelene Gaw 
ウェブ管理者：Dave Niven & Chris Malcolmson 
ソーシャルメディア管理者：Sven Nagels & Chris Malcolmson; 

メディア審査者：Sven Nagels、Young-Khi Lim、Hiroki Fujita 
議事アドバイザー：Haruyuki Ogino 
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